
【概 要】

財務諸表について現状のデータ形式（ＸＢＲＬ形式）に加え、ＣＳＶ形式による提出を可能とする（国税庁が

勘定科目コードを策定・公表し、それを含めた標準フォームを提供）。

※ 「財務諸表の提出先の一元化」と同時期に実施。

財務諸表のデータ形式を柔軟化（ＣＳＶ形式）＜国税庁が勘定科目コードを公表＞

改正前

作成した財務諸表をＸＢＲＬ形式に変換するための調整
作業が煩雑（例えば、使用するソフトウェアに適合するよ
うに勘定科目の順番や名称を変更する等の作業が必
要）であり、財務諸表を書面で提出しているケースがある。
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企業開示において標準的に使用されている勘定科目（約6,400）ごと
に国税庁が勘定科目コードを策定・公表する。
民間ベンダーに対しては、ソフトウェアの開発に際し、この勘定科目
コードも採用するよう要請。


